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1. はじめに 

「岡山リビングラボ」は、ヘルスシステム統合科学研究科にお

ける自然科学・工学・人文社会科学の諸分野の融合とそれを通じ

たイノベーション創出と社会課題の解決を目的として、2019 年

10 月から活動を開始した。現状、岡山リビングラボでは「起業

人材育成」、「事業アイデア創出」、「事業化支援」の３分野での取

り組みを行っているが、岡山リビングラボはこれらの取り組み

の総称であり、特定の施設や団体を指すものではない。本稿は、

この岡山リビングラボの取り組みについて紹介するものである。 

「リビングラボ」とは、様々なステークホルダーが参画して新

しいサービス・商品等の開発を行うオープンイノベーションの

取り組みの一つであるが、従来のオープンイノベーションにお

ける主要なステークホルダーである産官学に加え、サービス・商

品の企画段階からエンドユーザーとなる一般市民／消費者が参

画し共創を図るという産官学民連携が特徴である。 

リビングラボのコンセプトは1990年代に米国で生まれ、その

後北欧を中心とした欧州で急速に普及し、近年わが国において

も一部自治体や企業等での導入が進んでいる。国内大学におい

てリビングラボの名を冠した取り組みを実施しているのは、東

京大学の「地域共創リビングラボ」、信州大学の「信州リビング

ラボ」、関西大学の「関西大学リビングラボ」などごく一部に留

まっており、岡山リビングラボは中国地域初の取り組みとなる。 

2. 岡山リビングラボの具体的な取り組み内容 

岡山リビングラボのステークホルダーは、本学関係者（教員・

学生）のほか、国・自治体、大都市部の大手企業、県内地元企業、

起業を考えている地域住民や健康課題を抱えている地域住民等

である（図１）。こうした多種多様なステークホルダーが連携し

て、地域社会・健康課題の解決に資する新たなサービス・商品を

共創できるような取り組みを行っている。 

岡山リビングラボにおける「起業人材育成」、「事業アイデア創

出」、「事業化支援」の具体的な取り組み内容については以下に述

べる（図２）。 

図1  岡山リビングラボの全体スキーム 

図2  岡山リビングラボにおける３つの取り組み 

2.1 起業人材育成 

起業人材育成の取り組みは「『アントレプレナーシップを学ぶ』

実践的プログラム」と「ヘルスケア事業化セミナー」の２つであ

る（表 1）。前者は、起業家が持つ特徴的なマインドセット（異

分野を結び柔軟な発想で考える新しい概念・手法等）を涵養する
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目的で、本年6月から7回シリーズで開催している。後者は、ヘ

ルスケアビジネスの事業化に必要な知見を習得する目的で、本

年10月から6回シリーズで開催している。 

各プログラムはヘルスシステム統合科学研究科学生を中心に

自治体・企業関係者が毎回50人前後受講するなど、幅広い層が

参加しており、プログラムを通じた産官学民の連携促進にも寄

与している。次年度以降も規模を拡大して継続する予定である。 

表1  起業人材育成プログラムの内容 

2.2 事業アイデア創出 

事業アイデア創出の取り組みは「オープンイノベーションプ

ログラム（O2IP）」と「リビングニーズマッチングプログラム（課

題解決型ワークショップ）」の２つである。 

前者は、ヘルスケア／生活関連分野の大手企業が提示するテ

ーマに基づき、プログラム参加者全員による検討を通じて事業

アイデアを創出するため、2019年10月から毎月１回のペースで

開催している。テーマを提示する大手企業はプログラムの共催

という立場で参加し、テーマの説明と自社の取り組み事例等に

ついてプレゼンテーションを行うが、参加する大手企業とテー

マは毎回異なる（表2）。 

当該プログラムを大手企業の参画を前提とした理由は、創出

された事業アイデアの事業化支援を大手企業の協力の下で実施

しようと考えたためである。この考えのベースとなっているの

は、近年様々なオープンイノベーションの取り組みの中で事業

創出効果が高いと認識され、米国を中心に世界的に普及し始め

ている「アクセラレーター（Accelerator）」という仕組み、なかで

も大手企業がスポンサーとなって実施するアクセラレーター1、

すなわち「コーポレート・アクセラレーター（Corporate 

Accelerator）」の仕組みである（図3）。 

当該プログラムにおいては、これまでのところ大手企業によ

る事業化支援に至った事例はない。それでもなお、幅広い業種か

ら参画する大手企業においては当該プログラムを自社のオープ

ンイノベーションの取り組みの一環と位置付けており、プログ

1 プログラム参加の起業家（スタートアップ／ベンチャー企業）に対す

る教育、メンターシップ、資金調達等を通じて、事業拡大を支援するプ

ログラム 

ラムへの協力を得ることに成功している。 

一方、後者の「リビングニーズマッチングプログラム」は、本

学病院新医療研究開発センターの協力の下、病院従事者、患者、

民間企業、自治体、本学学生等が参加して、病院や患者が抱える

課題の解決につながる事業アイデアの検討を 2019 年 12 月に実

施した。当該プログラムは病院従事者や患者との事前調整が難

しい面があり、不定期開催となっている。この取り組みはヘルス

ケア／生活関連分野における課題の発見・深掘りに資するもの

であり、ヘルスケアビジネスの事業化、研究シーズの社会実装を

図るうえで極めて重要と思われる。 

以上が現状実施している取り組みの内容であるが、今後実施

を検討している取り組みとして、大学の研究シーズと事業会社

とのマッチングプログラムがある。これは、大手企業やスタート

アップ企業等が集まるワークショップ等の場において研究者が

研究シーズのプレゼンテーションを行い、その研究シーズを活

用した事業アイデアを参加者が検討するものである。 

表2  「オープンイノベ―ションプログラム」の内容 

図3  アクセラレーターとコーポレート・アクセラレーターの

ビジネスモデルの違い 

2.3 事業化支援 

事業化支援の取り組みは、本年12月に開始する「ヘルスケア

ビジネス・メンタリングディ」と前述の「オープンイノベーショ

ンプログラム」を通じた大手企業の協力による取り組みの２つ
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がある。前者はヘルスケアビジネス分野における学外有識者の

協力の下、先進的なヘルスケア／生活関連分野の事業アイデア

を有する本学学生や起業者、企業の新規事業担当者等を対象に

事業化に向けた相談・助言業務を行うものである（後者について

は前述のとおり、実績はない）。 

事業化支援を行う背景としては、事業アイデア創出の取り組

みを通じて優れた事業アイデアが創出されたとしても、それを

事業化するための支援の仕組みが不十分なために事業化、社会

実装が進まないという課題がある。かかる課題を解決するには

メンターによる事業化支援という方法が考えられるが、わが国

においてはヘルスケア／生活関連分野の事業化について知見を

有するメンターが少ないため、実施は容易ではない。この点、岡

山リビングラボの「ヘルスケアビジネス・メンタリングディ」で

は、数少ないヘルスケア／生活関連分野のメンターを学外から

招聘して取り組みを行うという点で、国内的には先駆的な事例

となるものである2。 

3. 取り組みにおける課題と今後の方向性 

岡山リビングラボの１年余の取り組みを通じ、顕在化し始め

た課題もある。具体的には「大手企業による事業化支援の不足」、

「地元中小企業の巻き込み不足」という課題である。以下にこれ

らの課題の内容と課題解決に向けた今後の取り組みの方向性に

ついて述べる。 

3.1 大手企業による事業化支援の不足 

岡山リビングラボでは既述のコーポレート・アクセラレータ

ーの仕組み・考え方に基づいて「オープンイノベーションプログ

ラム」を企画・開催してきたが、大手企業による事業化支援はプ

ログラム当日の事業アイデアに対する講評・助言等、極めて限定

的な形で行われているに過ぎないのが現状である。 

この背景には、創出される事業アイデアの質・量が、プログラ

ムに参画する大手企業が関心を持ちうる水準に達していないと

いう実態がある。これを改善する取り組みとして、岡山リビング

ラボでは起業人材育成に向けた取り組みを開始したが、取り組

みの成果が現れるまでには２～３年以上の期間が必要であると

感じている。 

一方で、優れた事業アイデアを有する岡山リビングラボの参

加者を外部のコーポレート・アクセラレーターのプログラムに

参加させることにより、大手企業の事業化支援を受けられるよ

うにする方法も考えられる。そのためには、コーポレート・アク

セラレーターの取り組みを実施している国内事業者である株式

会社ゼロワン・ブースター等と連携し、全国の起業家グループと

ともに岡山リビングラボの参加起業家がプログラムに参加でき

るような仕組みを構築することが求められる。 

 
2 ヘルスケア／生活関連分野のメンターによる事業化支援を行っている

取り組み事例として、経済産業省が2019年7月から開始している「ヘ

ルスケア・イノベ―ションハブ」、大阪市が主催する「大阪イノベーシ

ョンハブ」などがあるが、事例は少ない。 

3.2 地元中小企業の巻き込み不足 

岡山リビングラボの各種プログラムにおいては、イノベーシ

ョンの担い手となる地元起業者、既存の地元事業会社（主に中小

企業）の巻き込みが不十分である。この背景としては、岡山リビ

ングラボへの参加メリットについての訴求力不足のほか、必ず

しも大企業との連携による事業拡大や急激なイノベーションを

望まないような一部事業者における保守的思考が影響している

とも考えられる。 

こうした現状を変えていくためには、岡山リビングラボを通

じた新事業創出の成果を可視化していくことや、大学自体が事

業化資金の出し手（ベンチャーキャピタル）となることの検討が

必要になると思われる。新事業創出による事業収益拡大、自社の

プレゼンス向上といったメリットを地元事業者が認識すること

ができれば、岡山リビングラボへの参画も中長期的には増加し

ていくものと考えられる。 

4. まとめ 

岡山リビングラボの活動、特に「オープンイノベーションプロ

グラム」を通じて、ヘルスシステム統合科学研究科における学生

間の異分野融合は着実に進展していると思われる。今後は前述

の課題解決等を図りながら、異分野融合を通じたイノベーショ

ン創出と社会課題の解決という最終的な目的を達成したいと考

えている。 

岡山リビングラボの取り組みの効果を高めるには、地域外の

オープンイノベーション組織等と連携することも有効と思われ

る。現状、岡山リビングラボの広域的取り組みとして、大阪イノ

ベーションハブや神奈川県未病産業研究会と連携したイベント

（ビジネスコンテスト等）の実施やかかる団体等に参加してい

る大手企業に対する岡山リビングラボへの参画の呼びかけ等を

行っている。こうした広域での取り組みについても今後さらに

拡大・継続する予定である。 

 

以上 
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